
 

 

 

 

 

 

 

6月 17日に“夢みる小学校”の上映会が開催されまし

た。その上映会にはたくさんの方が参加され、参加され

た皆さんは、映画を通していろいろなことを考えられた

のではと思います。また残念ながら参加できなかった

が、これからの子どもたちの学びについて興味や関心を

持たれている方もたくさんおられると思います。そんな

皆さんがこの上映会をきっかけに感想等を交流しなが

ら、未来に向けて、これからの学校のこと、教育のこ

と、子どもたちのこと・・・について対話ができたら

と、“夢みる小学校”の上映会を企画・運営された“こ

どもの未来を開く会 明石”の皆さんが、今回も企画・

準備されたものです。この指とまれ方式で集まった、子

育て中のお母さんたちを中心にしたスタッフのみなさんが、こうした企画を子育て・家事・仕事

の合間を見つけ、SNS等での打ち合わせで具体化・実現させていくパワーを改めて感じさせていた

だきました。未来に向けて「みんなで話をしよう いろんな人の意見を聞いてみよう せっかく

の場をわいわい楽しく♪♪」を合言葉に対話ができたらいいなと思っています。映画の中にもあ

りましたが、対話は Aか Bではなく、みんなで Aでも Bでもない方法をみんなで創っていくこと

なんだろうなと思います。明石市では丸谷市長の“まるちゃんカフェ”

としてタウンミーティングが開かれ、対話の文化を広めていかれていま

す。今回のような市民がこの指とまれ方式で集まっての対話やコミュニ

ティ・スクールの中で、学校と地域と保護者が集まっての対話といった

中で、未来づくりや未来を創っていく人が育っていくんだろうなと思い

ます。興味を持たれましたら、対話へのご参加はいかがですか。申込は

次の QRコードよりお願いします。（受付中） 

「地域の子どもは地域で守り育てる」の趣旨のもと、地域の方々のご理解とご協力により、ボ

ランティアとしてスクールガード活動が明石市では 20年近く続いています。そんな 20年近く続

くスクールガード活動をより一層充実させ、地域のボランティアの方々、保護者、学校、学校警

備員と行政機関等の連携がスムーズになるよう、年 2回、市内 4つのブロックに分かれて開催さ

れているのがこの「明石市子どもの安全を守る地域連絡会議」です。 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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明石市子どもの安全を守る地域連絡会議が開かれました 

“夢みる小学校 対話交流会”が開催されます！！ 



その「明石市子どもの安全を守る地域連絡会議」に参加した学校教育課の指導主事からこんな

声を聞きました。 

出席させていただいた指導主事が共通して言っていたのは、生の声を聞けて良かったというこ

とですが、特に今年初めて「明石市子どもの安全を守る地域連絡会議」に出席した指導主事は次

のような感想を話してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の指導主事からも 

 

 

 

 

 

 

といったことを聞くことができました。 

こうした感想を聞きながら、スクールガードさんがいて当たり前ではなく、スクールガード活

動も意味や価値、そしてスクルールガードさんの思いに触れるこ

とは必要なんだと思います。そんな対話ができるといいですね。

今回はスクールガードさんに関わる対話でしたが、「みんなで話

をしよう いろいろな人の意見を聞いてみよう」というスタンス

はやっぱり大事なんだと思います。今学校現場では教員の働き方

が大きな課題になっています。「地域を知る、地域の課題につい

て考える…」といったことは、働き方改革の中で省かれていくものではなく、地域の中にある学

校として基本となるものではと思っています。スクールガードさんを含め、地域のいろいろな人

と出会う場が、松が丘小の“いどばた会議”であったり、朝霧小学校の“あさトーク”といった

学校と地域と保護者でおこなう雑談なんだろうなと思います。 そうした雑談の中には子どもの成

長へのヒントがいっぱいつまっていると思っています。        （文責：北本） 

・今までは、学校に来てからの児童の安全についてしか考えていなかったが、参加してみ

て、これだけ多くの方々が児童の安全に関わっていただいていることを初めて知った。 

  ⇒学校の教員も児童に、みんなの安全をたくさんの人達が守ってくれていることを伝える

必要があると感じた。保護者も子どもに伝えることが必要だと思う。自分も一保護者と

して、自分の子どもにも伝えた。 

・スクールガードさんの高齢化に伴う、後継者が問題になってきていることが分かった。 

  ⇒無理のない活動が必要だと思った。 

   モチベーションが上がる何かが必要。 

  →スクールガードさんの話の中で、子どもたちと話したり、じゃんけんをしたりし

て、スクールガードガードが楽しい、とおっしゃる方もたくさん。 

   →スクールガードさんたちへ「ありがとう」を伝える、何らかの形を子どもたち自身

からの発信で考えられるような活動が各学校単位でできれば、子どもたちにとって

も、スクールガードさんにとっても、ウィンウィンの関係になっていくと思う。 

 

・スクールガードさんのやりがいやプライドを感じた。 

・子どもの成長が日々の活動の原動力になっている。 

・後継者などの課題を含め、みんなで考えていく必要がある。 

・登下校だけでなく、日々学校にも来ていただくことで、子どもの様子や学校の現状を知

っていただくことで、学校の応援団になっていただけるのでは。 

 

こんなスクールガードさんも 


